
次の問いに答えなさい。１

　 ， のとき，
    ，     である。

　辺の長さが，，である三角形について，のとりうる値の範囲は



　である。

　方程式 
      の解は ， である。

　つの変量，のデータが，個の，の組として，次のように与えられている。

 ， ， ， ， ， ， ， ， ，

　このとき，との共分散は である。

次の問いに答えなさい。２
　

 


   
  


 

　直線，のなす角をとするとき， である。ただし，





とする。

　連立方程式


    

    

の解のうち，を満たすものは ， である。



 



 ･  

座標平面上の曲線



を  ，曲線








を  とする。原点を通り，  と３

接する傾きが正の直線をとする。に垂直で，  と接する直線をとする。次の

問いに答えなさい。

　  との原点以外の交点は ， である。

　  とで囲まれた部分の面積を  ，  とで囲まれた部分の面積を  とすると，

  ，  

　である。

　  とで囲まれた部分と，  とで囲まれた部分の共通部分の面積は

　である。
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座標空間内に点 ，， ， ，， ， ，， がある。･を４

満たす点全体の集合は球面  を定め，･を満たす点全体の集合は

球面  を定める。次の問いに答えなさい。

　  の中心は ， ， であり，半径は である。

　  と  が交わってできる円の半径をとすると， である。

　の円上の互いに異なる点と  の中心を頂点とする四面体の体積の最大値は

　  である。

個のさいころを回続けて投げる。回目に出る目を，回目に出る目を，回目に５
出る目をとする。このとき，次方程式

 　……①

について，次の問いに答えなさい。

　次方程式①がを解にもつ組 ，， は全部で 個あり，を

　解にもつ組 ，， は全部で 個ある。

　次方程式①が実数を解にもつ組 ，， は全部で 個ある。

　次方程式①が有理数を解にもつ組 ，， は全部で 個ある。このとき，

　解のとりうる値は全部で 個ある。
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